
●
合
併
の
効
果
と
懸
念

道
内
で
も
数
多
く
の
市
町
村
が
協
議
会

を
設
置
し
研
究
、
協
議
を
進
め
る
中
で
、

合
併
し
た
場
合
、
一
般
的
に
は
次
の
よ
う

な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

◇
行
政
能
力
の
強
化
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
が
図
ら
れ
る
。

◇
財
政
基
盤
の
強
化
が
図
ら
れ
る
。

◇
広
域
的
な
視
点
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
が
図
ら
れ
る
。

合
併
に
よ
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
反
面
、

次
の
よ
う
な
不
安
や
懸
念
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

◇
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
た
り
、
費
用

負
担
が
増
加
す
る
の
で
は
な
い
か
。

◇
行
政
区
の
拡
大
と
議
員
数
の
減
少
に
よ

り
、
住
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
に
く
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。

◇
中
心
部
だ
け
が
発
展
し
、
周
辺
部
が
寂

れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

◇
役
所
が
遠
く
な
り
不
便
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。

●
合
併
の
優
遇
措
置

合
併
特
例
法
期
限
の
平
成　

年
３
月　

１７

３１

日
ま
で
に
議
会
の
議
決
を
経
て
、
知
事
へ

の
合
併
申
請
を
終
え
平
成　

年
３
月　

日

１８

３１

ま
で
に
合
併
す
る
と
、
国
に
よ
る
様
々
な

財
政
支
援
や
特
例
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

財
政
支
援
及
び
特
例
措
置
の
内
容

普
通
交
付
税
の
算
定
特
例

合
併
後　

年
間
は
合
併
前
の
町
・
村
が

１０

存
続
し
た
も
の
と
み
な
し
て
算
定
し
た
交

付
税
額
が
保
障
さ
れ
、
さ
ら
に
５
年
間
は

激
変
緩
和
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

合
併
特
例
債

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
「
市
町
村
建
設
計
画
」
に
位
置
付

け
ら
れ
た
公
共
施
設
の
整
備
事
業
に
要
す

る
経
費
や
基
金
（
※
３
）
積
み
立
て
に
要

す
る
経
費
に
つ
い
て
、
合
併
特
例
債
（
地

方
債
）
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
公
共
施
設
の
整
備
事
業
に
要
す
る

経
費
と
し
て
、
２
町
村
で
約　

億
円
が
活

３３

用
で
き
、
う
ち　

億
円
程
度
が
普
通
交
付

２２

税
で
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
基
金
積
み
立
て
に
要
す
る
経
費

と
し
て
は
約　

億
円
が
活
用
で
き
、
う
ち

１０

７
億
円
程
度
が
普
通
交
付
税
で
補
て
ん
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
別
交
付
税
に
よ
る
措
置

合
併
後
５
年
間
に
わ
た
り
一
定
額
が
交

付
さ
れ
、
２
町
村
の
合
計
額
は
６
億
円
程

度
に
な
り
ま
す
。

合
併
市
町
村
補
助
金

合
併
市
町
村
の
交
流
・
連
携
及
び
一
体

性
の
強
化
の
た
め
に
必
要
な
事
業
に
要
す

る
経
費
に
つ
い
て
、
３
年
間
を
限
度
と
し

て
補
助
さ
れ
、
２
町
村
の
合
計
額
は
１
億

円
程
度
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
財
政
面
の
優
遇
措
置
は
、
２
町

村
合
わ
せ
て
約　

億
円
と
な
り
、
う
ち
約

５０

　

億
円
が
交
付
税
で
補
て
ん
さ
れ
ま
す
。

３６

合
併
の
手
続
き

合
併
協
議
会
の
設
置
準
備
か
ら
、
市
町

村
建
設
計
画
の
策
定
、
合
併
協
定
項
目
の

協
議
、
合
併
準
備
作
業
な
ど
、
合
併
実
現

ま
で
に
は　

ケ
月
の
期
間
が
必
要
と
さ
れ

１５

て
い
ま
す
。

合併協議会の設置状況

設置率構成市町村数地域数区 分

％42.99126任 意北 海 道

（212市町村） ％16.0349法 定

％15.7500139任 意全 国

（3,176市町村） ％55.41,760453法 定

※ 北海道は､平成１５年１２月８日現在
※ 全国は､平成15年11月27日現在

合併までの流れ

※　流れの中で重要な決定をする場合には、説明会を開催して町民皆
さんのご意見をお聞きし、慎重に判断していきます。

※３「基金」
地方公共団体が条例の定めるところ
により、特定の目的のために財産を
維持し、資金を積み立て、または、
定額の資金を運用するための基金を
設けることができる。いわば、地方
公共団体の貯金のこと。
現行制度上、基金造成のために地方
債を充てることはできないが、合併
の際には地方債を充て、かつ交付税
措置があることは、極めて特例的な
措置である。

【用語解説】

広報みなみふらの2004.1 １０ 

合
併
協
議
会
で
の
協
議
事
項

市
町
村
が
合
併
す
る
場
合
、
合
併
の
形

態
や
合
併
の
時
期
な
ど
の
基
本
的
協
議
事

項
の
ほ
か
、
合
併
前
の
市
町
村
が
行
っ
て

い
る
全
て
の
事
務
事
業
等
に
つ
い
て
、
調

整
を
行
う
必
要
が
生
じ
ま
す
。
そ
の
数
は

膨
大
な
も
の
と
な
り
、
各
項
目
別
に
調
整

協
議
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

協
議
事
項
の
主
な
項
目
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

◎
基
本
的
協
議
事
項

▼
合
併
の
形
態

▼
合
併
の
時
期

▼
新
市
町
村
の
名
称

▼
市
町
村
の
事
務
所
の
位
置

▼
財
産
の
取
扱
い

◎
合
併
特
例
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
事
項

・
市
町
村
建
設
計
画
に
つ
い
て

・
議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い

・
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
及
び
任
期

の
取
扱
い

・
地
方
税
の
取
扱
い

・
一
般
職
の
職
員
の
身
分
の
取
扱
い

◎
そ
の
他
の
協
議
事
項

・
特
別
職
、
各
種
委
員
の
身
分
の
取
扱
い

・
条
例
、
規
則
等
の
取
扱
い

・
事
務
組
織
及
び
機
構
の
取
扱
い

・
支
所
（
出
張
所
）
の
取
扱
い

・
使
用
料
、
手
数
料
の
取
扱
い

・
公
共
的
団
体
の
取
扱
い

・
補
助
金
、
交
付
金
等
の
取
扱
い

・
町
名
、
字
名
の
取
扱
い

・
慣
行
の
取
扱
い

・
そ
の
他
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
な
ど

●
合
併
し
な
い
と
ど
う
な
る

自
立
の
道
を
選
ぶ
と

も
ち
ろ
ん
今
ま
で
ど
お
り
南
富
良
野
町

と
し
て
、
自
分
た
ち
の
手
で
町
の
運
営
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
合
併
特
例
法
の
期

限
後
に
は
、
小
規
模
市
町
村
の
財
政
状
況

は
極
端
に
悪
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

す
。
現
状
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
が
大
き
く
低

下
す
る
こ
と
を
認
識
し
た
う
え
で
、
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
覚
悟
が
必
要
で

す
。

財
政
的
に
自
立
し
て
い
け
る
の
か

国
は
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
地
方

交
付
税
予
算
を
削
減
す
る
方
針
を
決
め
て

い
ま
す
。
合
併
し
な
い
小
規
模
市
町
村
で

は
、
３
割
以
上
減
少
す
る
と
い
う
見
方
が

大
勢
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、
現
状
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
見
直
し
、
役
場
の
人
件
費
や
管
理
経
費

の
削
減
は
も
と
よ
り
、
建
設
事
業
、
福
祉

や
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
補
助
金
の
縮
小
や
廃

止
な
ど
、
更
な
る
行
政
改
革
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

苦
し
い
自
立
で
は
な
く
、
積
極
的
な
自

立
を自

立
す
る
に
は
、「
生
き
残
る
の
で
は

な
く
、
生
ま
れ
変
わ
る
」
と
い
う
発
想
の

転
換
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

町
の
将
来
を
し
っ
か
り
と
描
き
、「
町

民
が
誇
り
に
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
実

現
す
る
た
め
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
取
捨
選

択
を
し
て
、
町
の
こ
だ
わ
り
の
分
野
に
重

点
的
に
予
算
を
配
分
す
る
、
と
い
う
よ
う

な
積
極
的
な
自
立
の
方
法
を
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
将
来
に
悔
い
を
残
さ
ぬ
合
併

議
論
を
し
ま
し
ょ
う
。

今
後
の
財
政
見
通
し
や
、
地
方
制
度
改

革
な
ど
の
情
報
が
少
な
い
中
で
、
合
併
問

題
を
議
論
す
る
の
は
難
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

し
か
し
、「
地
方
交
付
税
の
削
減
」、「
小

規
模
市
町
村
の
再
編
」
と
い
う
国
の
方
針

は
明
ら
か
で
す
の
で
、
合
併
す
る
、
し
な

い
に
か
か
わ
ら
ず
、
町
の
将
来
は
楽
観
で

き
る
状
態
で
は
な
い
こ
と
は
確
か
で
す
。

私
た
ち
は
将
来
に
悔
い
を
残
さ
な
い
た

め
に
も
責
任
あ
る
決
断
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
答
え
を
出
す
た
め
に
は

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市町村合併市町村合併

教えて！
市町村合併の歴史

● 明治の大合併 ●
（明治21年～22年）

近代的地方自治制度である「市
町村制」の施行に伴い、300～
500戸を標準規模として全国的
に行われた町村合併で、町村数
は約71,000から15,800になっ
た。

● 昭和の大合併 ●
（昭和28年～36年）

戦後、新制中学の設置管理、消
防や社会福祉、保健衛生関係な
どが市町村事務とされ、行政事
務の能率的処理のため人口規模
8,000人を標準に合併が行われ、
町村数は約9,800から3,400に
なった。

● 平成の大合併 ●
現在約3,200の市町村数を1,000
にすることを目標に、合併特例
法による支援策、優遇措置など
を拡充し、市町村合併を強力に
推進。
国の財政改革に伴う地方交付税
の削減や地方制度改革など、小
規模市町村に厳しい要素もあり、
｢財政合併｣ともいわれている。

協議会は傍聴できます

「南富良野町・占冠村任意
合併協議会」の会議は公開
しています（※会場の都合
で人数が制限されることが
あります）。
　開催日程は、広報などで
お知らせしますが、発行日
の関係で掲載できない場合
がありますので、詳しくは
お問合わせください。
次回協議会は1月中旬に開
催する予定です。

■お問合わせ先
行政調整室　� 52-2101

広報みなみふらの№574１１


